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地
　
　
　
宮
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調
査
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一
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一
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３
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八
月
を

一
二
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発
掘
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台
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委
員
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調
査
担
当
者
　
五
十
嵐
康
洋
　
　
　
ヽ

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
を
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

富
沢
遺
跡
は
、
仙
台
市
の
南
東
部
に
位
置
し
、
広
瀬
川
と
名
取
川
に
換
ま
れ

た
自
然
堤
防
か
ら
後
背
湿
地
に
か
け
て
立
地
し
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
で
は
、　
一

九
八
二
年
の
地
下
鉄
建
設
に
伴

う
調
査
で
水
田
跡
が
重
層
し
て

見
つ
か
り
、
現
在
も
各
種
の
開

発
事
業
に
伴
う
調
査
が
継
続
し

て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
総
面
積

は
九
Ｏ
ｈａ
に
及
び
、
大
部
分
の

地
点
で
弥
生
時
代
中
期
か
ら
近

世
ま
で
の
水
田
跡
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
数
地
点
で
は

旧
石
器
時
代
後
期
、
縄
文
時
代
早
期
の
生
活
面
、
中
世
の
集
落
跡
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。

今
回
木
簡
が
出
上
し
た
第
七
七
次
調
査
区
は
、
遺
跡
全
体
の
北
東
端
の
自
然

堤
防
上
に
位
置
し
て
い
る
。
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
弥
生
時
代
中
期
、
古
墳
時

代
、
近
世
以
降
の
水
田
跡
と
中
世
の
集
落
跡
で
あ
る
。
集
落
跡
か
ら
は
溝
五
条
、

土
坑
三
基
、
ピ
ッ
ト
九
七
基
、
方
形
竪
穴
状
遺
構
三
基
、
掘
立
柱
建
物
二
棟
、

柱
列

一
条
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
出
土
遺
物
に
は
木
製
品
（木
簡
、
箸
、
建
築
材
）、

須
恵
器
、
土
師
器
、
陶
器
、
磁
器
、
烏
幅
子
の
可
能
性
の
あ
る
漆
製
品
等
が
あ

る
。
遺
構
の
年
代
は
、
検
出
状
況
や
出
土
遺
物
か
ら

一
三
世
紀
を

一
四
世
紀
に

比
定
さ
れ
、
性
格
は
、
以
前
に
調
査
し
た
隣
接
す
る
地
区
の
成
果
と
対
照
し
て

み
る
と
、
有
力
者
の
館
跡
に
関
連
す
る
施
設
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
木
簡

は
、
約
四
ｍ
×
三
ｍ
の
方
形
竪
穴
状
遺
構
か
ら
計
三
点
が
出
上
し
た
。
こ
の
遺

構
か
ら
は
他
に
多
く
の
種
子
類

（イ
ネ
、
ト
ウ
ガ
ン
、
４
ハ
、
ミ
ｋ
ハ
等
）
が
出
土

し
て
い
る
。
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樹
種
は
ヒ
ノ
キ
科
ネ
ズ
コ
と
同
定
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

他
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
判
読
不
能
で
あ

っ
た
が
、
樹
種
は
両
者
と
も
ス
ギ

科
ス
ギ
と
同
定
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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